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南
宋

っ
説
話
四
家
L

に
つ
い
て

,Jr_ 
i〆主

F巴、
合

げ

hμ
山
ロ
品

挙口

い
わ
ゆ
る
講
唱
塞
能
は
、

と
り
わ
け
演
目
の
多
様
化
、

塾
人
の
専
業
化
に
顕
著
で
あ
る
。

宋
代
に
至
っ
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
る
が
、

「
説
話
四
家
」
は
、

っ
家
」
と
は
、

「
｛
永
数
」
と
同
じ
く
、
流
、
派
、
専
門
分
野
、
も
し
く
は
家
伝
、

そ
の
風
潮
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

家
を
な
し
て
い
る
技
術
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
「
説
話
の
四
つ
の
専
門
分
野
」
が
何
に
相
当
す
る
の
か
、
様
々
な
考
証
が
行
な

わ
れ
て
き
た
。
議
論
は
ほ
ぼ
出
尽
し
た
観
が
あ
る
が
、
幾
多
の
考
証
を
経
て
も
、

い
ま
な
お
四
家
の
最
終
的
論
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
紙

面
の
関
係
か
ら
、
諸
先
学
の
研
究
を
す
べ
て
取
り
あ
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
基
礎
と
し
て
、
四
家

論
定
の
再
検
討
を
試
み
、
併
せ
て
「
説
話
四
家
」
と
は
如
〆
何
な
る
概
念
で
あ
る
の
か
、

主
た
中
国
文
学
史
上
に
於
る
音
主
玩
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
、
少
し
く
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

耐
得
翁
著
す
と
こ
ろ
の
『
都
城
紀
勝
』
（
1
）
（
以
下
『
都
己
と
略
称
す
）
は
、

「
時
宋
端
平
乙
未
元
日
」
と
あ
り
、
南
宋
理
宗
の
端

自
序
に
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平
二
年
（
一
二
三
五
年
）
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
「
瓦
本
一
口
衆
伎
」
の
記
載
が
、
説
話
四
家
説
の
濫
組
問
で
あ
る
。

説
話
有
一
一
四
家
↓

一
者
小
説
、
謂
ニ
之
銀
宇
児
一
如
一
一
煙
粉
、
霊
怪
、
停
奇
一
説
公
案
、
皆
是
掠
刀
梓
棒
及
設
跡
嬰
泰
之
事
、
説
餓
騎
児
、

謂
ニ
土
馬
金
鼓
之
事
一
説
経
、
謂
v
演
一
一
説
悌
主
日
一
説
参
請
、
謂
一
一
賓
主
参
蹄
悟
道
等
事
一
講
史
書
、

講
ニ
説
前
代
書
史
文
停
、

興
廃
争
戟

之
事
一
最
畏
小
説
人
、
蓋
小
説
者
能
以
二
朝
一
代
故
事
一
頃
刻
問
提
破
、
合
生
、
輿
ニ
起
令
随
令
一
相
似
、
各
占
一
二
事
一

呉
自
牧
の
『
夢
梁
録
』
（
2
）
（
以
下
』
ど
と
略
称
す
）
は
、
自
序
に
「
甲
戊
歳
中
秋
日
」
と
あ
り
、
『
四
底
総
目
提
要
』
（
巻
七
十
）
は
、
甲

戊
を
南
宋
度
｛
一
不
の
成
淳
十
年
（
一
二
七
四
年
）
に
と
り
、
そ
れ
で
は
市
宋
減
亡
（
一
二
七
九
年
）
以
前
の
成
立
と
な
り
、
や
は
り
序
に
本
書
命
名

の
由
来
を
黄
梁
一
炊
の
夢
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
緬
懐
往
事
、
殆
猶
夢
也
（
は
る
か
に
往
時
の
こ
と
を
想
う
と
、
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
あ
る
ご
と

一
一
一
一
日
う
の
と
符
号
し
な
い
と
し
て
、
甲
戊
は
誤
写
で
あ
ろ
う
と
疑
問
視
す
る
（
3
）O

し
か
し
、

甲
戊
を
元
の
順
帝
、

一
五
続
二
年
（
一
三
三
四
年
）

れ
る
こ
レ
二
百
年
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
「
小
説
講
経
史
」
に
於
て
、

『
部
』
を
敬
／
…
灯
し
た
か
た
ち
で
四
家
を
取
り
あ
げ
、

『
東
京
夢
華
録
』

- +3 -

と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
銭
大
折
『
十
駕
斎
養
新
録
』
（
巻
十
四
）
等
は
こ
の
説
を
唱
え
さ
、
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
口
『
都
』
に
お
く

の
風
を
襲
い
っ
と
、
塞
人
の
名
を
列
挙
す
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

説
話
者
謂
一
一
之
舌
排
一
雄
v
有
一
一
四
家
数
↓
各
有
－
一
門
庭
一
且
小
説
名
一
一
銀
宇
児
一
如
一
一
煙
粉
、
霊
怪
、
惇
奇
、
公
案
、
撲
刀
梓
棒
、
設
跡
問
問
先

士
一
治
之
事
一
有
一
一
講
談
子
、
翁
二
郎
、
落
燕
、

王
保
義
、
陳
良
甫
、
陳
郎
婦
、
棄
児
徐
二
郎
等
一
談
一
一
論
古
今
一
如
－
一
水
之
流
一
談
経
者
、

謂
v
演
ニ
説
悌
書
一
説
参
請
者
、

謂
ニ
賓
主
参
鵡
悟
道
等
事
一
有
一
一
賓
庵
、
管
庖
、
喜
然
和
尚
等
一
又
有
一
一
説
草
経
者
一
戴
好
庵
、
講
史
書

者
、
謂
v
講
一
一
説
通
鑑
、
漢
、
唐
歴
代
書
史
文
停
、
興
廃
争
戟
之
事
（
有
－
一
戴
書
生
、
周
進
士
、
張
小
娘
子
、

宋

娘
子

郎
機
山
、
徐

官
一
教
一
又
有
一
一
王
六
大
夫
一
元
係
一
一
御
前
供
話
一
局
ニ
幕
士
請
給
v
講
、
諸
史
倶
通
、

於
ニ
成
淳
年
間
一
敷
一
一
演
復
華
篇
及
中
興
名
将
惇

聴
者
紛
紛
、
蓋
講
得
字
国
県
不
v
俗
、
記
問
淵
源
甚
贋
耳
、
但
最
畏
小
説
人
、
蓋
小
説
者
、

能
講
二
朝
一
代
故
事
一

頃
刻
間
担
合
、
（
合



生
）
、
興
一
一
起
令
随
令
一
相
似
、
各
占
一
二
事
一
也

こ
れ
ら
庶
民
の
視
野
に
立
っ
て
風
俗
を
描
く
著
者
た
ち
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
伝
記
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
流
の

丈
筆
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
叙
述
は
あ
ま
り
秩
序
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

特
に
内
容
が
当
時
の
風
俗
習
慣
に
か
か
わ
る
部
分

は
、
現
在
で
は
そ
の
実
態
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
読
解
に
極
め
て
困
難
を
伴
う
。
説
話
回
家
も
同
様
で
、
四
家
が
い
っ
た

い
何
に
相
当
す
る
の
か
、

透
か
に
は
判
断
し
が
た
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

中
国
小
説
史
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
魯
迅
は
、

『

中
国

説
史
略
』

の
中
で
説
話
四
家
を
取
り
あ
げ
、

『
夢
』
を
引
き
、

①
小
説
、
銀
宇

児
、
②
談
経
、
説
参
請
、
③
講
史
書
、
④
合
生
を
四
家
に
配
し
、
『
都
』
よ
り
小
説
、
談
経
説
参
、

説
史
（
6
）
、
合
生
の
四
家
を
抽
出
す
る
。

魯
迅
以
後
、
小
説
研
究
の
隆
盛
と
相
候
っ
て
、

四
家
の
考
証
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
特
に
中
国
で
は
議
論
紛
々
と
し
て
、
そ
れ
こ
そ
百
家
争
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鳴
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
説
話
四
家
と
は
、
宋
人
の
説
話
に
対
す
る
認
識
の
一
端
を
反
映
し
た
概
念
と
し
て
、
議
論
に
登
っ
て

然
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
点
、

説
話
回
家
説
の
文
学
史
上
に
於
る
意
義
を
指
摘
し
て
お
く
c

宋
代
の
演
塞
の
一
種
で
あ
る
説
話
の
、

主
に
は

説
」
の
題
本
な
い
し
は
筆
録
の
読
本
化
1
1
1
い
わ
ゆ
る
宋
元
話
本
を
以
て
近
世
白
話
小
説
の
萌
芽
と
す
る
の
は
、
中
国
文
学
史
上
周
知
の
こ

と
で
あ
る
が
、
後
世
、
白
話
小
説
の
分
類
に
、
説
話
四
家
説
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
白
話
小
説
の
分
類
書
目
は
、
孫
桔
第
『
中

国
通
俗
小
説
書
目
』
（
7
）
を
以
て
鴨
矢
と
す
る
。

現
在
で
も
、

そ
の
有
用
性
は
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、

そ
の
分
類
は
凡
例
に
次
の
よ
う
に
見

え
て
い
る
。

一
日
宋
元
部
、
二
日
明
浩
講
史
部
、
三
日
明
清
小
説
部
甲
、

四
日
明
清
小
説
部
乙
、
第
四
部
又
分
四
類
、

日
煙
粉
第
一
、
霊
怪
第
二
、

説
公
案
第
三
、
調
設
第
四
。



「
宋
元
部
」
も
実
際
に
は
「
講
史
」
と
「
小
説
」
に
分
け
て
お
り
、

畢
一
克
「
誠
詠
」
を
除
け
ば
、

四
家
説
と
密
切
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
分
類
説
明
に
、

魯
迅
先
生
の
『
小
説
史
略
』
は
、
伝
奇
及
び
子
部
小
説
の
ほ
か
に
、
宋
以
来
の
通
俗
小
説
に
つ
い
て
と
り
わ
け
詳
し
い
。
第
十
二
篇
以

下
は
、

ほ
ぼ
時
代
順
に
論
述
し
、
篇
題
を
つ
け
て
い
る
。
：
：
：
し
か
し
こ
れ
は
文
学
史
上
の
分
類
で
あ
っ
て
、
も
し
、
図
書
学
の
分
類

か
ら
二
一
一
口
え
ば
、
必
ず
し
も
承
服
で
き
な
い
点
が
あ
る
。
『
史
略
』
の
「
講
史
」
と
は
、
宋
代
の
説
話
の
名
目
で
あ
る
。
宋
代
説
話
を
考
え

て
み
る
と
、
小
説
に
「
霊
怪
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
（
句
史
略
』
の
）
「
神
魔
」
に
相
当
し
、
「
煙
粉
」
は
人
情
及
び
狭
邪
小
説
の
こ
と
で
、

「
公
案
」
は
「
侠
義
」
で
あ
る
。

故
に
本
書
に
於
る
小
説
分
類
は
、

子
目
は

『
小
説
史
略
』
に
拠
る
が
、
大
目
は
宋
人
の
考
え
に
従

、つノ。

（
寿
点
は
筆
者
）
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と
述
べ
て
い
る
。
芳
点
を
付
し
た
「
神
魔
」
「
人
情
」
「
狭
邪
」
「
侠
義
」
と
は
、
『
小
説
史
略
』
の
篇
題
に
用
い
ら
れ
た
魯
迅
命
名
の
小
説
の

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
孫
氏
は
基
本
的
に
は
、
魯
迅
の
小
説
史
観
に
の
っ
と
り
な
が
ら
も
、
大
目
及
び
第
四
部
子
目
を
宋
人
の
呼
称
に
よ
る
と

明
言
し
て
い
る
。

こ
の
分
類
目
が
、

の
ち
の
通
俗
小
説
（
古
代
白
話
小
説
）
分
類
の
典
型
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
。

さ
て
、
元
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
専
ら
南
宋
の
説
話
に
つ
い
て
誌
し
た
書
に
、
羅
倖
可
一
昨
翁
談
録
』
（
8
）
が
あ
る
。

同
書
の
成
立
状
況
、

著
者
の
伝
記
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
塞
人
（
説
話
人
）
た
ち
の
説
話
の
参
考
書
、
種
本
と
い
う
性
格
が
濃
く
、
読
者
対
象
を
演
喜
内
部
に
置

い
た
た
め
に
、
説
話
回
家
と
い
う
享
受
者
側
の
、

い
わ
ば
外
部
か
ら
説
話
を
眺
め
た
叙
述
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
「
小
説
開
聞
」
に
、
説
話

の
演
目
を
八
種
に
分
け
、
次
の
よ
う
に
収
録
す
る
。

有
一
一
霊
怪
、
煙
粉
、
惇
奇
、
公
案
、
兼
朴
刀
、
梓
棒
、
妖
術
、
神
仙
刊
：
：
：
説
一
一
楊
元
子
、
汀
州
記
・
：
一
比
乃
是
霊
怪
之
門
庭
。
言
二
推
車

鬼
、
灰
骨
匝
・
：
一
此
乃
矯
一
一
煙
粉
之
総
亀
↓
論
一
一
鴬
鴬
惇
、
愛
愛
詞
：
・
一
此
乃
矯
（
謂
）
ニ
之
停
奇
コ
マ
一
口
一
一
石
頭
孫
立
、
妾
女
尋
夫
：
・
↓
此
乃
謂
一
一



之
公
案
刊
論
一
一
這
大
虎
頭
、
李
従
士
口
：
・
一
此
乃
一
筋
一
一
朴
万
局
段
三
一
百
一
一
這
花
和
尚
、
武
行
者
：
・
一
此
矯
ニ
梓
棒
之
序
頭
↓
論
一
一
種
曳
神
記
、

月

井
丈
・
：
一
此
是
神
仙
之
套
数
。
言
ニ
西
山
高
際
娘
、
村
鄭
親
・
：
一
此
震
一
一
妖
術
之
事
端
↓

「
霊
怪
」
よ
り
「
梓
棒
」
ま
で
は
、
先
に
挙
げ
た
『
都
』
『
夢
』
の
説
話
回
家
紹
介
記
事
に
見
え
る
語
で
あ
り
、
ま
た
孫
氏
分
類
日
と
一
致

す
る
。
こ
の
よ
う
に
南
宋
説
話
回
家
に
含
ま
れ
る
内
容
は
、

の
ち
の
通
俗
小
説
の
ほ
ぼ
全
般
に
渉
る
類
型
を
備
え
て
い
る
、

と
二
一
一
口
つ
で
も
過

一
一
一
日
で
は
な
い
。
そ
れ
は
当
時
の
説
話
が
、
す
で
に
高
度
な
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
説
話
回
家
説
の
検
討
は
、
小
説
史
研

究
に
於
て
も
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
言
え
よ
う
。

〆’『、、

一
、、ー〆’

①
小
説
、
②
説
経
、
③
講
史
、
④
合
生
。
魯
迅
、
孫
桔
第
、
厳
敦
易
。
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こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
て
き
た
四
家
の
考
証
は
、
細
部
に
出
入
は
あ
る
が
、
概
ね
以
下
の
三
一
郎
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〆’『、、

一一、、，ノ

①
銀
宇
児
、
②
説
公
案
、
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
④
請
史
、
①
と
②
を
併
せ
小
説
と
す
る
。

張
心
泰
、

陳
汝
衡
、

李
噺
倉
、

1土

因
、
青
木
正
児
。

，，』、、

一、、＿，

①
銀
宇
児
、
②
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
④
講
史
、
①
と
②
を
併
せ
小
説
と
す
る
。
程
獄
、
語
正
壁
、
王
古
魯
。
①
の
み
を
小
説
と

し
、
②
は
別
に
一
家
と
す
る
。
胡
士
笠
（
9
｝

O

こ
の
三
派
の
分
岐
は
、

お
よ
そ
以
下
の
二
点
に
概
括
で
き
る
。

〆’問、、

一、、，，〆

合
生
を
一
家
と
数
え
る
か
。

〆’ー、、

一一、、＿，’

合
生
を
一
家
と
し
な
い
、

つ
主
り
説
話
の
範
時
に
入
れ
な
い
場
合
、
何
を
一
家
に
充
て
る
か
。



本
稿
は
、
主
に
こ
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
説
話
四
家
説
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
概
念

で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
説
話
四
家
説
と
は
、
『
都
』
と
『
夢
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

諸
先
学
に
よ
っ
て
、

両
書
の
成
立
時
期
及
び
内

容
よ
り
『
夢
』
が
『
都
』
の
記
事
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
、

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
刊
）
O

昌
吉
は
『
都
』
に
比
べ
、
大
幅
に
記
載
量

が
増
加
し
、

よ
り
細
か
く
分
章
さ
れ
て
い
る
が
、

『
都
』
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、

両
書
を
対
照
し
て
み
る
と
、
内
容
の

一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
都
』
に
於
て
説
話
の
紹
介
記
事
を
載
せ
る
「
瓦
舎
衆
伎
」
は
、
『
夢
』
で
は
「
瓦
舎
」
「
妓
楽
」
「
角
抵
（
紙
）
」

「
百
戯
伎
塞
」
「
小
説
講
経
史
」
の
各
章
に
分
録
さ
れ
る
が
、
構
成
や
用
語
の
変
更
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
意
味
が
通
じ
に
く
く
な
っ
た
り
、

解
釈
に
苦
し
む
場
合
が
少
な
く
な
い
。
内
容
の
不
一
致
は
、
侠
文
や
誤
写
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
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で
あ
る
。
こ
こ
で
「
瓦
舎
衆
伎
一
の
半
ば
あ
た
り
の
一
段
を
、
『
夢
』
の
「
妓
楽
」
と
較
べ
て
み
よ
う
。

『
都
城
紀
勝
』

『
夢
梁
録
』

〆’『、、

一、、4〆

唱
叫
、
小
唱
、
謂
三
執
v
板
唱
一
一
慢
曲
ベ

曲
破
、

大
率
重
起

，，ー、、

一、、，，，

更
有
一
一
小
唱
、
唱
叫
一
執
v
板
、
慢
曲
。
曲
破
、
大
率
軽
起

軽
殺
、
故
日
一
一
浅
掛
低
唱
（
血
〈
ニ
四
十
大
曲
舞
旋
一
震
一
二
睦
一
今

重
殺
、

正
謂
之
一
一
浅
掛
低
唱
一
若
一
舞
四
十
六
大
曲
一
皆
矯

瓦
市
中
絶
無
口

腫刊

〆，、、

一一、、，〆
喋
唱
、
謂
下
上
ニ
鼓
面
一
唱
中
令
曲
、
小
詞
れ
騒
駕
虚
聾
、
縦
一

〆戸、、

一一、、，〆
但
唱
ニ
令
曲
、
小
詞
一
須
是
聾
音
軟
美
、
血
〈
ニ
叫
果
子
、
唱

弄
宮
調
（
血
ハ
ニ
叫
果
子
、

唱
要
由
児
一
矯
－
二
鱒

本
只
街
市
、

要
令
一
不
v
犯
（
日
）
、
腔
一
同
也
。

今
宅
院
往
往
有
v
之。

〆，、、、

一一、、，〆
叫
聾
、
自
ニ
古
川
師
一
起
v
撰
、
因
一
一
市
井
諸
色
歌
吟
買
物
之
聾

〆’h、
一一、、，ノ
若
一
一
喋
唱
、
要
令
一
今
者
如
ニ
路
岐
人
王
隻
蓮
：
：
：
↓
今
街



採
一
一
合
宮
調
一
而
成
也
。

市
血
〈
ニ
宅
院
一
往
往
数
一
一
京
市
叫
聾
一
以
ニ
市
井
諸
色
歌
叫
買
物
之

聾
一
採
ニ
合
宮
商
一
成
ニ
其
詞
一
也
。

（四）

若
加
以
一
一
喋
唱
一
局
一
一
引
子
一
次
用
一
一
四
句
一
就
入
者
、
謂
一
一
一
之

（四）

蓋
喋
唱
者
矯
ニ
引
子

四
句
就
入
者
、

謂
一
一
一
之
下
一
一
影
帯
↓

下
一
一
影
帯
↓
無
一
一
影
帯
一
者
、
名
一
一
散
叫
↓
若
不
v
上
二
鼓
面
一
只
散
v

無
ニ
影
帯
一
名
矯
一
一
散
呼
↓
若
不
v
上
一
一
鼓
面
（
止
殻
一
蚕
児
一
謂
ニ

蓋
者
、
謂
ニ
之
打
拍
↓

之
打
拍
↓

対
照
の
便
宜
上
、

四
項
に
分
け
た
が
、
可
都
』
の
記
載
は
一
連
の
も
の
で
あ
リ
、
可
夢
』
の
（
三
）
（
四
）
は
、
本
来
（
四
）
（
三
）
の
順
で
あ
る
。
干

、ー

の
よ
う
に
配
列
し
て
み
る
と
、
用
語
や
言
い
ま
わ
し
が
多
く
同
じ
で
あ
リ
、

呉
自
牧
が
執
筆
に
あ
た
っ
て
、

『都
n
b

を
参
照
し
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
構
成
か
ら
比
較
し
て
み
よ
う
。

『
都
』
：
①
（
一
）
唱
叫
、
小
唱
、
曲
破
に
つ
い
て
。

②
合
己
喋
唱
に
つ
い
て
、

③
（
一
二
）
叫
声
に
つ
い
て
。

④
（
四
）
下
影
帯
、

打
拍
に
つ
い

- 48ー

て
。
（
算
用
数
字
は
記
載
順
位
を
示
す
）
こ
の
一
段
は
、
比
較
的
整
然
と
し
た
、
無
理
の
な
い
構
成
と
言
え
よ
う
。

『
夢
』
：
①
（
一
）
唱
叫
、
小
唱
（
執
板
、
慢
曲
）
、

曲
破
に
つ
い
て
。

②
（
二
）
唱
令
曲
、

小
詞
に
つ
い
て
。

③
（
四
）
下
影
帯
、

打
拍
に
つ
い

て
。
④
（
三
）
喋
唱
、
要
令
、
叫
声
に
つ
い
て
。
①
②
は
連
続
し
た
記
載
で
あ
る
が
、
②
と
③
の
間
に
は
、
宮
妓
、
私
妓
及
び
「
諸
宮
調
」
に

つ
い
て
の
記
事
が
大
量
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
③
と
④
の
聞
に
は
「
唱
服
」
の
紹
介
が
見
え
る
。
篇
幅
を
増
し
た
だ
け
、

か
え
っ
て
煩
雑
に

な
り
、
あ
ま
り
整
然
と
し
た
構
成
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
内
容
を
較
べ
て
み
る
。

（
一
）
の
「
唱
叫
」
「
小
唱
」
は
、
伎
塞
の
一
種
で
あ
る
が
、

「
慢
曲
」
（
口
）
は
『
武
林
奮
事
』
（
日
）
（
以
下
『
武
』
と
略
称
す
）
巻
六
「
諸
色
伎

塞
人
」
に
は
見
え
な
い
の
か
ら
、

伎
蓄
を
指
す
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
楽
曲
の
一
種
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

「
執
板
」
も
伎
塞
の
名
称
で



小
唱
は
拍
子
木
で
（
リ
ズ
ム
を
奏
で
て

は
な
く
、
「
拍
子
木
を
用
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
占
ど
の
よ
う
に
四
者
を
併
挙
す
る
の
で
は
、
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
「
唱
叫
、

慢
曲
の
（
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
）
唱
う
も
の
」
と
い
う
『
都
』

の
記
述
が
適
切
で
あ
る
。

「
曲
破
」
（
円

と
は
、
舞
曲
の
一
種
で
あ
り
、
「
血
〈
二
四
十
大
曲
舞
旋
一
一
筋
二
鰹
一
」
と
言
う
の
は
、
「
曲
破
」
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
『
武
』
「
諸
色
伎
塞

人
」
に
は
、
「
曲
破
」
「
大
曲
」
と
も
に
見
え
ず
、
当
時
は
演
塞
と
見
倣
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
『
都
』
の
「
今
で
は
、
瓦
市

に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
は
、

そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
お
く
。
「
重
起
軽
殺
」
「
軽
起
重
殺
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
反
す
る
意
味
で
あ
ろ
う
。
『
都
』
は
（
二
）
に
「
喋
唱
」
の
解
説
が
あ
り
、
継
い
で
（
四
）
に
「
若
加
以
一
一
喋
唱
一
矯
ニ
引
子
一
」

と
、
前
を
受
け
た
か
た
ち
で
、
「
下
影
帯
」
「
打
拍
」
の
記
事
に
移
っ
て
ゆ
く
が
、
昌
吉
の
（
二
）
の
主
題
は
「
唱
令
曲
」
「
小
詞
」
に
換
っ
て

お
り
、
事
前
に
「
開
示
唱
」
に
つ
い
て
の
紹
介
を
全
く
せ
ず
に
、

い
き
な
り
（
四
）
（
記
載
順
位
は
③
）
に
「
蓋
し
喋
唱
を
引
子
と
な
し
、
四
句
も

て
就
ち
入
る
者
、

こ
れ
を
影
帯
を
下
す
（
下
影
帯
）
と
謂
う
。
」
と
、
「
下
影
帯
」
の
記
事
が
現
わ
れ
る
。
構
成
的
に
見
て
も
、

い
さ
さ
か
不
親
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切
で
あ
ろ
う
o

可
都
』
（
一
一
）
よ
り
類
推
す
れ
ば
『
夢
』
（
二
）
の
文
頭
に
「
喋
唱
」
の
二
宇
が
供
し
た
と
も
考
え
得
る
が
、
「
：
：
：
訪
日
震
一
睡
。

但
唱
令
曲
、
小
詞
、
須
是
聾
音
軟
美
」
と
い
う
文
脈
か
ら
は
、
侠
文
と
は
考
え
難
い
。

ま
た
、

『
都
』
（
一
一
）
の
文
末
に
「
本
只
街
市
、
今
宅

院
往
往
有
之
」
と
見
え
る
の
は
、
「
喋
唱
」
に
つ
い
て
の
記
事
だ
が
、
『
夢
』
で
は
、
（
三
）
に
寸
今
街
市
奥
宅
院
往
往
殺
京
師
叫
聾
」
と
圭
一
口
う

よ
う
に
、
「
叫
声
」
に
関
す
る
記
事
に
換
っ
て
い
る
。
呉
自
牧
は
『
夢
』
の
記
述
を
「
喋
唱
」
の
も
の
と
は
認
め
ず
、
「
本
只
街
市
、
今
宅
院

往
往
有
之
叫
声
、
自
京
師
起
撰
」
と
い
う
よ
う
に
「
叫
声
」
を
上
旬
に
つ
け
て
読
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
は
、
文
脈
よ
り
つ
本
来
は

市
街
地
で
演
ぜ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、

近
頃
は
御
屋
敷
で
も
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
音
山
を
以
て
、

「
往
往
有
之
」
で
断
句
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は
一
種
の
評
語
で
あ
り
、
前
項
末
句
の
「
今
瓦
市
中
絶
無
」
と
対
を
な
す
体
裁
で
あ
る
。

J
T
に
見
え
る
如
上
の
内
容
、

構
成
の
不
統
一
は
、
そ
の
部
分
が
『
都
』
を
敷
釘
し
た
記
載
と
認
め
得
る
か
ら
に
は
、

両
書
著
者
の
間



に
、
伎
塞
に
対
す
る
本
質
的
な
認
識
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
要
因
を
、
両
書
の
成
立
時
期
に
求
め
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
『
夢
』
の
成
立
は
、

元
順
宗
の
元
統
二
年
（
一
三
三
四
年
）
で
あ
り
、
南
宋
滅
ん
で
よ
り
約
六
十
年
、
『
都
』
の

成
立
に
後
れ
る
こ
と
一
百
年
余
り
た
っ
て
い
る
。
当
時
呉
自
牧
の
年
齢
は
、
南
宋
滅
亡
時
に
臨
安
の
繁
同
日
ぶ
り
を
記
憶
に
と
ど
め
る
年
代
に

達
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

少
く
見
積
っ
て
も
、

七
十
は
越
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

記
憶
が
暖
味
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
『
夢
』
が
『
都
』
や
『
東
京
夢
華
録
』
を
多
く
引
い
て
い
る
の
は
（
日
）
、

記
憶
の
不
正
確
さ
を
補
う
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
呉
自
牧
生

前
時
の
伎
塞
は
、
耐
得
翁
の
頃
と
比
べ
、
変
化
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
こ
と
も
呉
自
牧
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
、
記
述
に
混
乱
を

も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
成
立
時
の
隔
た
る
両
書
の
記
載
に
見
え
る
相
違
を
以
て
、
伎
塾
の
変
質
を
論
ず
る
の

は
早
計
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
同
書
の
正
確
な
校
定
、
解
読
を
ふ
ま
え
た
同
時
代
文
献
と
の
比
較
対
照
に
侯
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ふ
り
返
っ
て
説
話
回
家
説
を
考
え
て
み
る
と
、

『夢』

の

「
四
家
あ
り
と
雄
も
、

各
々
門
庭
あ
り
」
と
は
、

『
都
』
の
「
説
話
に
四
家
あ
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呉
自
牧
（
可
夢
梁
録
』
）
自
身
に
内
在
す
る
認
識
上
の
混
乱
に
つ
い
て
、
少
し
く
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

り
」
を
受
け
て
の
謂
で
あ
ろ
う
。

「
門
庭
」

と
、
w

フ
五
口
土
、

－U

三
日

y
t

前
掲
『
酔
翁
談
録
』
「
小
説
開
闘
」
に
八
種
に
分
け
て
収
録
す
る
演
目
の
「
霊

怪
」
の
条
に
見
え
て
い
る
。

説
楊
元
子
、
汀
州
記
：
：
：
比
乃
是
霊
怪
之
門
庭
。

こ
の
分
類
が
、
内
容
の
類
型
よ
り
演
目
を
帰
納
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
「
門
庭
」
と
は
範
時
、
分
野
と
い
う
音
山
味
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
呉
自
牧
は
説
話
四
家
を
明
確
に
挙
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
「
四
家
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
範
時
に
属
す
、
似
た

よ
う
な
演
塞
も
あ
る
の
だ
」
と
言
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
説
話
四
家
に
ま
つ
わ
る
、
周
辺
の
演
蓄
の
紹
介
を
眼
目
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ

ょ
う
。
説
話
回
家
の
論
定
は
、
ま
ず
『
都
』
か
二
級
資
料
と
認
め
、
耐
得
翁
の
認
識
を
第
一
に
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



も
っ
ぱ
ら
『
都
』
に
よ
っ
て
、
四
家
の
考
証
を
試
み
た
も
の
で
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
王
古
魯
氏
の
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

氏
は
次
の
よ
う
な
、
独
自
の
読
解
法
を
提
起
す
る
高
）
。

説
話
有
四
家
。
一
者
小
説
。
謂
之
銀
字
見
、
如
畑
粉
霊
怪
惇
奇
説
公
案
、
比
白
是
朴
万
梓
棒
及
後
迩
嬰
泰
之
事
。
説
餓
騎
児
、
謂
士
馬
金

鼓
之
事
。
説
経
謂
演
説
偽
書
、
説
参
請
謂
賓
主
参
蹄
悟
道
等
事
。
講
史
書
、
講
説
前
代
書
史
文
停
興
廃
争
鞍
之
事
。
最
畏
小
説
人
、
蓋

小
説
者
、
能
以
一
朝
一
代
故
事
、
頃
刻
間
提
破
。
（
字
句
、
句
読
、
芳
点
は
王
氏
に
拠
る
）

弄
点
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
「
如
：
・
事
」
「
謂
・
：
事
」
「
謂
：
・
謂
・
：
等
事
」
「
講
説
・
：
事
」
と
な
る
c

こ
の
表
記
に
よ
っ
て
四
段
に
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分
れ
、
各
々
が
一
家
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
①
銀
宇
児
、
②
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
説
参
請
、
④
講
史
書
で
あ
り
、
①
と
②
を
併
せ
て
小

説
と
す
る
こ

こ
の
解
釈
を
も
っ
て
、
前
掲
諸
説
の
分
岐
で
あ
る
合
生
を
一
家
と
数
え
る
か
、
と
い
う
問
題
の
解
答
と
も
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若

干
私
見
を
述
べ
る
c

「
合
止
十
」
は
、

J
f
に
於
て
は
「
合
生
、
血
〈
起
令
随
令
相
似
、
各
占
一
事
L

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
瓦
舎
衆
伎
」
に
あ
っ
て
は
、

種
の
類
型
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

曲
破
、
大
率
重
起
軽
殺
、
故
日
浅
掛
低
唱
、
血
〈
四
十
大
曲
舞
旋
震
一
躍
。

相
撲
争
交
、
謂
之
角
紙
之
戯
：
：
：
奥
相
撲
曲
折
相
反
、
市
血
〈
軍
頭
司
大
士
相
近
也
。

賜
弄
、
毎
大
躍
後
宣
赦
時
：
：
：
奥
馬
打
盤
、
並
教
船
、
水
報
礎
：
：
：
街
市
韓
焦
鎚
震
一
樫
（
η
）O



点
万
点
の
部
分
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
「
奥
：
・
為
一
樫
」
「
奥
：
・
相
反
、

市
奥
・
：
相
近
」
「
輿
・
：
為
一
睡
」
と
な
り
、

「
合
生
血
〈
起
令
随
令
相
似
」

と
同
型
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、
あ
る
塾
能
形
態
を
紹
介
す
る
の
に
、
同
類
の
も
の
、
似
た
よ
う
な
も
の
、
も
し
く
は

相
反
す
る
も
の
を
掲
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
部
』
に
多
く
見
ら
れ
、

特
徴
的
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

さ
す
れ
ば
、

っ
合
生
」
は
「
瓦
舎
衆

伎
」
の
中
の
襲
能
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
「
説
話
」
と
い
う
演
蓄
の
記
述
は
、
っ
最
長
小
説
人
：
・
頃
刻
間
提
破
」
で
終
結
し
て
い
る
と
解
釈
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
『
夢
』
で
は
「
合
生
」
を
「
小
説
講
経
史
」

一
章
に
録
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
章
に
は
、
「
合
生
」
に
継
い
で
「
商
謎

（
謎
解
き
）
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
リ
、

日
投
ケ
合
こ

し
3
L十’
y
t

「
小
説
講
経
史
」

に
関
し
て
の
み
取
り
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
述
の
如
く
、

Jr
に
見
え
る
記
載
、
八
刀
章
の
品
乱
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
商
謎
」
と
同
様
に
、
強
い
て
つ
合
金
」
を
「
説
話
」
に
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
必

然
性
は
な
い
。

「
合
生
」
を
積
極
的
に
一
家
と
数
え
る
べ
し
と
す
る
説
は

管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、

唯
一
厳
敦
易
氏
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
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る
（
同
）
。
次
に
大
略
を
一
不
し
、
私
見
を
述
べ
る
。

『
一
昨
翁
談
録
』
「
小
説
引
子
」
の
題
註
に
、
「
演
史
講
経
並
可
一
一
通
用
こ
と
見
え
る
の
か
ら
、
小
説
、
演
史
、
講
経
が
三
家
に
相
当
す
る
。

主
た
同
書
「
小
説
開
閥
」
に
「
戒
名
一
一
演
史
一
或
謂
一
一
合
生
こ
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
合
生
」
を
一
家
と
す
れ
ば
、
『
一
酔
翁
談
録
』

に
も
四
家
が
そ
ろ
う
。
本
書
は
、
専
ら
説
話
に
つ
い
て
誌
し
た
書
で
あ
る
か
ら
、
風
俗
逸
事
を
中
心
に
誌
す
よ
う
な
文
献
よ
り
重
視
す

べ
き
で
あ
る
。

『
酔
翁
談
録
』
は
、
確
か
に
説
話
の
専
門
書
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
、

説
話
回
家
に
つ
い
て
誌
し
た
よ
う
な
記
述

は
見
あ
た
ら
な
い
。

主
た
「
小
説
間
関
」
と
い
う
章
題
を
立
て
な
が
ら
、
「
史
書
講
一
一
昔
、
宋
、
斉
、
梁
↓
三
闘
志
諸
葛
亮
雄
才
、
収
ニ
西
夏
一

説
一
一
玖
青
大
路
一
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
演
（
講
）
史
」
に
問
す
る
内
容
が
散
見
し
て
お
り
、

も
と
よ
リ
厳
格
に
「
小
説
」
と
「
演
史
」
を
区
別



し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

い
っ
た
い
「
合
生
」
と
は
、
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
唐
代
に
は
歌
と
舞
に
よ
る
簡
単
な
歌
舞
伎
で
、
座
敷
塞
の
一
種
と
さ
れ
、
宋
代

に
は
客
か
ら
題
を
も
ら
い
、

即
興
的
に
歌
を
つ
く
り
演
じ
る
伎
蓄
に
変
質
し
た
と
言
わ
れ
る
。

町
東
京
夢
華
録
』
の
「
京
瓦
伎
塞
」
に
名
を

列
ね
て
い
る
の
か
ら
、
北
宋
に
は
す
で
に
舞
台
喜
に
発
展
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
刊
）
O

と
こ
ろ
で
、
『
酔
翁
談
録
』
に
載
せ
る
「
合
生
」
と

は
、
そ
の
即
興
的
性
格
を
指
し
て
つ
け
ら
れ
た
「
小
説
」
の
別
称
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
厳
氏
の
引
く
「
或
名
演
史
、
或
謂
合
生
」
と
い
う

く
だ
り
は
、
元
来
、
「
世
に
九
流
な
る
者
あ
り
、

略
し
て
提
破
を
為
す
（
明
か
に
す
）
」
と
し
て
、

『
漢
書
』
「
喜
文
志
」
の
伝
統
に
倣
い
、
儒

家
よ
り
小
説
家
ま
で
の
九
流
の
出
白
及
び
職
掌
を
説
く
一
段
に
見
え
て
い
る
（
可
漢
書
』
で
は
も
と
よ
り
諸
子
九
家
に
小
説
家
は
入
っ
て
い
な

、、
A
V

込

Jo

l
v
，明
H
」

そ
の
う
ち
の
小
説
家
の
言
論
は
「
上
古
隠
奥
の
文
章
を
以
て
、
今
日
分
明
の
議
論
と
な
す
」
と
、

有
用
性
を
強
調
し
た
後
に
つ
づ
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く
「
或
は
演
史
と
名
づ
け
、
或
は
合
生
と
謂
い
、
或
は
舌
耕
と
稽
し
、
或
は
挑
閃
に
作
る
、
皆
操
る
所
あ
り
て
、
敢
て
謬
言
せ
ず
」
と
い
う

記
述
の
一
部
で
あ
る
c

て
の
す
ぐ
後
に

「
其
の
上
世
の
賢
者
を
言
い
て
師
と
な
す
べ
し
、
其
の
近
世
の
患
者
を
排
し
て
戒
め
と
な
す
べ
し

（
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
ご
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
一
段
は
、
「
小
説
（
家
）
L

に
つ
い
て
の
論
説
で
あ
り
、
「
小
説
」
の

効
用
を
讃
え
た
の
で
あ
る
お
）
（
）

く
だ
ん
の
部
分
は
、

「
小
説
」
の
別
称
を
列
挙
し
た
の
で
あ
っ
て
、

「
説
話
」
全
般
に
渉
っ
て
言
及
し
た
の

で
は
な
い
。

」
こ
で
ヨ
一
日
う

「
演
史
」

ル
」
斗
よ
、

「
小
説
」
の
中
で
歴
史
題
材
を
扱
っ
た
も
の
に
対
す
る
呼
称
で
あ
ろ
う
。

『

者｜；
』

「
蓋
し
小

説
は
能
く
一
朝
一
代
の
故
事
を
以
て
、
頃
刻
の
間
に
提
破
す
」
と
評
さ
れ
る
の
は
、

「

説
L 

の
中

も

歴
史
に
取
材
し
た
演
目
の
あ
っ

た
こ
と
を
初
併
さ
せ
る
。
「
舌
耕
L

と
は
、
舌
先
（
話
事
）
で
生
計
を
た
て
る
。

「
挑
閃
」
と
は
、

志
子
時
棚
倉
「
説
話
名
稿
考
」
（
『
宋
元
伎
塞
考
』

所
収
）
に
よ
れ
ば
、
さ
り
げ
な
く
魅
了
す
る
、

知
ら
ず
の
う
ち
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

阿
者
と
も
っ
小
説
」
の
特
徴

的
な
性
格
か
ら
つ
け
ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
講
釈
師
の
面
白
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
き
に
「
合
生
」
と
は
、

「
小
説
」
の
即
興



性
に
与
え
ら
れ
た
名
称
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
本
全
一
口
「
小
説
引
子
L

の
誌
に
、

っ
如
し
小
説
者
あ
ら
ば
、

但
だ
志
に
随
い
事
に
擦
り
説
話

す
る
の
み
」
と
あ
り
、
小
説
家
に
は
臨
機
応
変
に
立
ち
廻
る
即
興
性
が
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
要
す
る
に
口
u

酔
翁
談
録
』
に

見
え
る
つ
合
生
」
は
、
『
都
』
の
そ
れ
と
は
自
ず
と
具
っ
た
概
念
で
あ
る
（
れ
）
O

主
た
、
本
書
全
体
の
内
容
を
眺
め
て
み
る
と
、
甲
集
巻
二
以

下
は
、
「
小
説
L

の
材
料
と
な
る
故
事
や
詩
詞
が
載
せ
ら
れ
「
演
史
」
「
講
経
」
に
類
す
る
内
容
は
見
出
せ
な
い
。
検
討
を
要
す
る
問
題
を
含

ん
で
い
る
が
、
甲
集
長
こ
に
収
め
る
「
小
説
引
子
」
と
は
「
小
説
－
の
「
引
子
（
主
く
ら
）
」
の
規
範
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

題
註
に
「
演

支
講
一
組
並
可
－
一
通
用
こ
と
一
一
－
一
口
う
の
は
、
こ
の
「
引
子
ー
－
が

「
演
史
」
「
講
怪
二
ケ
ひ
通
用
す
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

本
書
ば
、

「
！
門
時
池
田
刊

パd
三ロ日日
ρ

閥
i

－
に
少
し
く
「
演
史
」
に
関
す
る
内
容
と
読
め
る
部
分
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
ほ
「
小
説
」
の
種
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
得
る
。

つ
J

ゴ」～
h

「
合
生
」
を
一
家
と
数
え
な
い
場
合
、

何
を
一
家
に
充
て
る
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

代
表
的
な
説
と
し

日
日
、
趨
景
深
氏
の
①
小
説
、
②
説
経
、
（
霊
視
点
沙
諸
、

④
講
史
と
い
う
の
、
が
、
あ
る
「
竹
一
コ

主
ず
趨
説
こ
つ
い
て
概
略
を
一
干
し
、

検
討
し
て
み
た
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て
、
王
古
魯
氏
以
外
に
、
十
字
噛
台
、
陳
汝
衡
氏
乃
①
銀
宇
児
、
②
説
公
案
、
説
鉄
騎
児
、
⑤
説
経
、
④
講
史
と
、
諸
説
に
は
入
れ
な
が
っ
た

し、
。

占
ど
で
は
「
談
経
」
「
説
参
請
」
に
共
通
し
て
、
賓
庵
、
管
庵
、
喜
然
和
尚
と
い
う
演
者
名
が
録
さ
れ
て
い
る
。
『
斗
同
一
林
奮
事
』
「
諸

色
伎
義
人
」
に
は
、
「
説
品
一
沙
諸
」
は
見
え
ず
、
恐
ら
く
は
「
説
経
」

一
一
項
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

」
の
二
者
に
区
別
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、

文
脈
か
ら
見
て
、

「
説
話
」
に
は
「
小
説
」
「
説
経
（
兼
説
参
請
）
」
「
講
史
」
の
一
一
一
家
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し

耐
得
翁
は
、

四
家
の
存
在
を
明
一
一
二
口
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

己
主
ノ
こ
九
同
市
岡
ミ
、
よ
、
、
、
ハ
ノ
、
よ
〉
、

．一一口

4
H，
y
t
－
－
～
斗
品
川
カ
プ
し

q
f
f

「
説
経
」
と
「
説
参
請
」
を
各
々
一
家

と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
説
経
」
は
、
仏
教
に
関
す
る
内
容
で
、
ゐ
リ
、
「
説
参
請
」
は
、
仏
道
二
教
を
兼
ね
た
内
容
で
あ
る
と
い
う
点

で
、
二
家
二
分
庁
得
る
。
も
し
造
、
漏
が
あ
る
の
な
ら
、
も
う
一
家
コ
「
説
軍
司
泊
三
J

）
を
羊
げ
る
べ
き
で
お
る
コ



っ
説
参
請
」
は
、
「
謂
ニ
賓
主
参
鵡
悟
道
等
事
こ
と
諒
さ
れ
る
が
「
参
禅
悟
道
」
と
は
「
参
悟
禅
理
」
と
同
じ
く
、
禅
道
を
心
に
悟
る
と
い

う
意
で
あ
り
、

や
は
り
仏
教
に
関
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
越
氏
の
説
く
仏
道
二
教
を
兼
ね
た
内
容
と
い
う
の
は
、
何
に
基
づ
く
の
か
明
記
し

て
お
ら
ず
、
説
得
力
に
之
し
い
。
む
し
ろ
「
賓
主
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
主
客
に
分
れ
て
の
同
窓
口
と
い
う
演
出
形
態
が
想
定
さ
れ
、

そ
の
特

徴
的
な
形
態
よ
り
、
他
の
説
話
家
と
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
説
話
回
家
説
と
は
、
基
本
的
に
は
演
目
の

内
容
に
つ
い
て
の
分
類
で
あ
り
、
演
出
形
態
に
よ
る
論
定
は
妥
当
で
は
な
い
（
羽
）
O

越
説
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
『
都
』
を
一
級
資
料
と
認
め

な
が
ら
も
、

そ
の
記
載
に
も
混
乱
が
あ
り
、

四
家
の
考
証
を
「
伯
若
不
論
是
非
、

只
間
作
者
（
耐
得
翁
）
原
意
如
何
的
話
（
是
非
を
論
ぜ
ず
、

作
者
の
原
意
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
）
」
と
い
う
態
度
で
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

可
都
』
に
於
る
混
乱
と
は
、

っ
説
話
有
四
家
、

一
者

小
説
」
と
「
小
説
」
を
二
者
」
と
記
し
な
が
ら
、
他
の
三
家
に
つ
い
て
、
明
確
な
表
記
を
欠
く
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

第
一
に
『
都
』
『
瓦
舎
衆
伎
L

の
保
偏
紹
介
記
事
に
、
「
凡
偲
備
敷
一
一
演
煙
粉
霊
怪
故
事
、
餓
騎
公
案
之
類
↓
其
話
本
：
：
：
」
と
あ
り
、
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つ
ぎ
に
李
噺
倉
、
陳
汝
衡
氏
（
お
）
の
説
で
あ
る
が
、
両
氏
は
以
下
の
論
点
よ
り
謂
正
壁
、
王
古
魯
氏
に
反
駁
す
る
。

「
鉄
騎
」
と
「
公
案
」
は
併
称
さ
れ
る
性
格
を
有
し
て
い
る
。

そ
し
て

「
煙
粉
霊
怪
」
と
「
鉄
騎
公
案
」
を
対
偶
と
す
る
の
は
、
前
者

が
「
講
文
」
（
世
話
物
、
人
情
話
）
、
後
者
が
「
講
武
」
（
武
喜
談
、

チ
ャ
ン
パ
ラ
物
）
と
対
眼
的
な
二
つ
の
属
性
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

前
者
が
「
銀
宇
児
」
に
相
当
す
る
。

第
二
に
、
『
夢
』
に
は
「
説
鉄
騎
児
」
に
関
す
る
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
。
「
講
武
」
と
い
う
属
性
の
も
と
に
「
説
公
案
」
に
吸
収
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

呉
自
牧
も
「
四
家
数
」
と
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
説
鉄
一
騎
児
」
が
一
家
を
成
す
な
ら
ば
、
漏
ら
す
は

ず
は
な
い
。

第
三
に
、
陳
氏
は
王
氏
の
「
・
：
事
ー
一
と
い
う
記
述
を
以
て
四
家
を
論
定
す
る
の
に
対
し
、
「
説
公
案
」
「
説
鉄
騎
児
」
の
「
説
」
字
を



以
て
、
こ
の
二
者
を
併
せ
一
家
と
数
え
る
べ
し
と
論
ず
る
（
ぎ
。

第
二
点
を
除
け
ば
首
肯
し
得
る
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
口

可
都
』
に
も
存
在
す
る
記
載
の
不
統
一
を
考
慮

如
上
の
李
、
陳
両
氏
の
説
は
、

四
家
論
定
の
絶
対
的
根
据
と
は
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
「
説
」
宇
を
以
て
「
説
経
」

す
れ
ば
、
王
氏
の
説
く
「
：
・
事
」
と
い
う
表
記
は
、

「
説
参
詰
」
を
一
家
と
す
る
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
「
説
公
案
」
と
「
説
鉄
騎
児
」
を
一
家
と
見
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

四

『
都
』
を
一
級
資
料
と
認
め
、

耐
得
翁
の
認
識
を
尊
重

以
上
、
代
表
的
な
論
考
を
基
礎
と
し
て
、
説
話
四
家
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

す
る
見
地
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
①
銀
宇
児
、
②
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
説
参
請
、
④
講
史
書
を
四
家
と
す
る
説
が
最
も
妥
当
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
銀
宇
児
、
②
説
公
案
、
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
説
参
請
、
④
講
史
書
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
二
説
と
も
①
②
を

」
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
（
幻
）
0

- 56 -

併
せ
て
「
小
説
」
と
す
る
が
、

〔註〕

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

テ
キ
ス
ト
は
『
東
京
夢
華
録
（
外
四
種
）
』
（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
所
収
を
用
い
た
。
本
書
は
、

て
お
り
、
本
稿
で
は
随
時
訂
正
を
加
え
た
が
、
特
に
註
記
と
し
て
は
出
さ
な
い
。
ま
た
字
句
を
補
っ
た
箇
所
は
（

註（
1
）
参
照
。

原
文
：
自
牧
自
序
云
、
緬
懐
往
事
、
殆
猶
夢
也
、
故
名
夢
梁
録
、
末
向
者
甲
戊
歳
中
秋
日
、
考
甲
成
一
筋
宋
度
宗
成
淳
十
年
、
其
時
宋
尚
未
亡
、
不

底
先
作
是
語
、
意
甲
戊
宇
停
寓
誤
欺
。

原
文
：
夢
梁
録
二
十
巻
、
銭
塘
呉
自
牧
撰
、
有
自
序
、
後
題
甲
成
歳
中
秋
日
、
蓋
元
順
帝
元
統
二
年
也
、
若
前
六
十
年
、
則
局
宋
成
淳
十
年
、

宋
昨
未
亡
、
不
山
口
回
有
治
桑
之
感
呉
、
自
牧
事
連
無
可
孜
、
但
其
人
既
目
視
臨
安
蘇
華
之
盛
、
而
書
成
於
一
五
順
帝
之
初
、
則
必
隠
遁
而
享
高
害
者

失
。
ま
た
、
王
古
魯
氏
も
こ
の
説
を
と
る
。
註
（
9
）
参
照
。

字
旬
、
句
読
に
問
題
を
存
し

）
で
示
し
た
。

4 



入
矢
義
高
、
梅
原
郁
氏
『
東
京
夢
華
録
』
の
注
に
、
『
歯
ど
が
『
東
京
夢
華
録
』
の
記
載
を
襲
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
を
多
く
指
摘
す
る
。

『
都
城
紀
勝
』
に
拠
る
と
謂
う
が
、
ど
の
版
本
に
拠
る
の
か
未
詳
。
「
説
参
L

「
説
史
」
と
い
う
表
記
は
、
耐
得
翁
『
古
杭
夢
遊
録
』
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
。
塩
谷
温
氏
に
口
u

宣
和
遣
事
』
（
『
国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
）
に
付
し
た
「
諒
詞
小
説
」
と
い
う
解
題
が
あ
り
、
『
士
口
杭
夢
遊
録
』
に
拠

り
、
「
説
参
」
「
説
史
」
を
各
々
一
家
に
数
え
る
。
『
重
較
説
部
』
巻
第
六
十
八
に
収
め
る
同
書
を
検
す
る
に
、
「
説
参
」
「
説
史
」
に
作
る
。
同

書
記
載
は
、
ほ
と
ん
ど
『
都
』
と
同
じ
で
あ
り
、
或
は
異
伝
本
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
は
「
説
参
詰
L

寸
詩
史
書
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
一
九
八
二
年
版
『
魯
迅
全
集
』
所
収
可
中
国
小
説
史
略
』
は
「
説
参
」
を
「
説
参
請
」
に
改
め
る
も
、
「
説
史
」
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

注
に
訂
正
記
事
は
見
え
な
い
。

引
用
は
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
を
用
い
た
。

テ
キ
ス
ト
は
、
世
界
書
局
、
民
間
同
四
十
七
年
を
用
い
た
。

こ
こ
で
は
、
主
に
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
も
の
、
四
家
論
定
の
根
据
を
積
極
的
に
述
べ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
た
。
収
録
状
況
は
以
下
の
と
お
り
c

o
魯
迅
守
中
国
小
説
史
略
』
第
十
二
篇
っ
宋
之
話
本
L

。

。
孫
措
第
氏
「
宋
朝
説
話
人
的
家
数
問
題
L

（
『
治
州
集
』
所
収
二
九
三

O
年
原
作
、
一
九
五
三
l
六
三
年
三
次
修
訂
。

。
厳
敦
易
氏
『
水
説
伝
的
演
変
』
第
三
節
「
説
話
的
源
流
和
家
数
」
一
九
五
七
年
。

0

張
心
泰
守
官
海
浮
抗
録
』
光
緒
三
十
二
年
。
未
見
。
胡
士
登
氏
可
話
本
小
説
概
論
』
第
四
章
所
引
に
拠
る
o

o
陳
汝
衡
氏
守
説
書
史
話
』
第
四
章
二
「
論
南
宋
説
話
」
に
最
も
詳
し
い
。

c
李
晴
倉
氏
「
談
宋
人
説
話
回
家
」
（
弓
宋
元
伎
喜
考
』
所
収
ご
九
五
三
年
。

0

荘
因
氏
コ
百
本
模
子
葉
説
』
「
話
本
中
模
子
的
来
龍
去
脈
」
注
（
打
）
民
国
六
十
七
年
（
一
九
七
八
年
）
0

0

青
木
正
児
氏
『
中
国
文
学
概
論
』
第
五
章
「
戯
曲
、
小
説
L

。

。
翠
瀬
『
通
俗
篇
』
巻
三
十
一
「
俳
優
L

条。

。
語
正
壁
氏
可
中
国
小
説
発
展
史
』
三
「
説
話
発
達
的
社
会
背
景
及
共
家
数
L

、
本
論
考
は
①
小
説
、
⑨
説
鉄
騎
児
、
③
説
経
、
④
説
参
請
を
四

家
と
す
る
。
「
合
生
L

を
除
き
「
説
鉄
騎
児
」
を
一
家
と
す
る
点
よ
り
こ
こ
に
録
す
。
「
説
経
」
と
「
説
参
請
」
を
ニ
家
に
分
け
る
の
は
、
後
述

の
如
く
超
景
深
氏
の
説
と
同
様
に
妥
当
で
は
な
い
。

。
王
古
魯
氏
「
南
宋
説
話
人
四
家
的
分
法
」
（
吋
二
刻
拍
案
驚
奇
』
附
録
二
二
九
五
六
年
。

。
胡
士
堂
氏
『
話
本
小
説
概
論
』
第
四
章
第
二
節
「
南
宋
H

説
話
μ

四
家
数
」
及
び
「
南
宋
H

説
話
μ

四
家
数
」
（
可
杭
州
大
学
学
報
』

三
年
二
期
）
。

6 5 
（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
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一
九
六



（刊）
（日）
（口）
（日）
（叫）
（日）
（同）
（口）
（凶）
（円）

諌
正
室
、
王
古
魯
、
厳
敦
易
氏
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

「
犯
」
と
は
っ
犯
聾
」
（
変
調
す
る
）
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
不
犯
」
は
、
「
変
調
せ
ず
」
、
つ
ま
り
つ
同
じ
調
子
で
あ
る
」
の
意
か
と
思
わ
れ
る
。

青
木
正
児
氏
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
第
十
六
章
「
沈
環
の
つ
市
九
宮
十
三
調
曲
譜
」
と
蒋
孝
の
「
九
宮
」
「
十
三
調
」
コ
主
同
」
に
詳
し
い
。

詰
（
1
）
参
照
。

註
（
ロ
）
第
二
章
第
一
節
「
宋
代
の
雑
劇
に
用
ひ
ら
れ
た
る
楽
曲
」
に
詳
し
い
。

註（
5
）
参
照
。

註
（
9
）
参
照
。

そ
れ
ぞ
れ
註
（
1
）
所
収
、
九
六
頁
十
四

l
十
五
行
。
九
七
頁
、
九
行
。
九
七
頁
十

l
十
一
行
。

誌（
9
）
参
照
。

一
合
生
」
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
以
下
の
書
に
散
見
す
る
。
『
新
唐
書
二
百
一
一
九
っ
武
平
一
博
」
。
『
全
唐
丈
』
巻
二
六
八
「
諌
大
饗
用
侶
優
媒
押

書
」
。
曽
惜
弓
類
説
』
巻
六
引
守
景
龍
文
館
記
』
。
胡
震
亨
勺
唐
音
笑
銭
』
「
合
生
歌
L

条
。
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
五
「
京
瓦
伎
喜
」
、
巻

八

J
ハ
月
六
日
産
府
君
生
日
二
十
四
日
神
保
観
神
生
日
」
O

可
西
湖
老
人
繁
勝
録
』
寸
瓦
市
」
条
。
周
密
『
武
林
奮
事
』
巻
六
「
諸
色
伎
華
人
」
。

洪
遁
可
夷
堅
志
』
支
乙
巻
六
「
合
生
詩
詞
」
。
張
宵
賢
『
洛
陽
措
紳
富
岡
記
』
。
劉
邦
彦
「
上
元
五
夜
観
燈
」
詩
。
高
承
司
事
物
紀
源
』
巻
九
引

『
新
唐
書
』
「
武
平
一
惇
」
。
『
南
詞
定
律
』
。

近
人
の
主
な
合
生
研
究
は
、
以
下
の
数
点
を
挙
げ
て
お
く
。
任
二
北
氏
『
唐
戯
弄
”
口
第
二
章
五
「
合
生
」
。
李
噺
倉
氏
「
合
生
考
」
（
司
宋
元
伎
塞

考
』
所
収
）
。
ま
た
同
氏
に
は
「
排
合
生
非
説
話
回
家
之
一
」
と
い
う
論
考
が
あ
る
（
前
掲
書
所
収
）
。
孫
楢
第
氏
寸
宋
朝
説
話
人
的
家
数
問
題
、

二
、
銀
字
見
輿
合
生
」
（
註
（
9
）
参
照
）
。
胡
士
堂
氏
『
話
本
小
説
概
論
』
第
四
章
第
五
節
「
合
生
血
（
商
謎
」
。
戴
不
凡
氏
「
合
生
i

」
（
『
小
説
見
間

録
「
口
所
収
）
。
愛
宕
松
男
氏
「
合
生
歌
と
参
軍
戯
1

1

1

1

散
楽
の
社
会
文
化
史
的
考
察
」
（
『
文
化
』
二
二
巻
一
号
）
。

原
文
：
世
有
九
流
者
、
略
震
題
破
、
一
、
儒
家
者
流
、
出
於
司
徒
之
官
、
遂
分
六
経
詞
賦
之
島
T

。
二
、
道
家
者
流
、
出
於
典
史
之
官
、
遂
分
三

境
清
涼
之
致
。
三
、
陰
陽
者
流
、
出
於
義
和
之
官
、
遂
分
五
行
占
歩
之
術
。
四
、
法
家
者
流
、
出
理
刑
之
官
、
遂
分
五
刑
背
吏
之
事
。
玉
、
名

家
者
流
、
出
於
撞
儀
之
官
、
遂
分
玉
音
栄
喜
之
職
。
六
、
墨
家
者
流
、
出
於
清
廟
之
官
、
遂
分
百
工
技
事
之
衆
。
七
、
縦
横
者
流
、
出
於
行
人

之
官
、
送
分
四
方
趨
容
之
輩
。
八
、
農
家
者
流
、
出
於
農
稜
之
官
、
遂
分
九
府
財
貨
之
任
。
九
、
小
説
者
流
、
出
於
機
戒
之
官
、
送
分
百
官
記

録
之
司
。
由
是
有
説
者
縦
横
四
海
、
馳
曲
折
百
家
。
以
上
古
隠
奥
之
文
章
、
震
今
日
分
明
之
議
論
。
或
名
演
史
、
或
謂
合
生
、
或
稽
舌
耕
、
或
作

挑
閃
、
比
白
有
所
接
、
不
敢
謬
言
。
言
其
上
世
之
賢
者
可
馬
師
、
排
其
近
世
之
愚
者
司
自
戒
。
言
非
無
根
、
聴
之
有
益
。
（
引
用
部
分
に
芳
点
を
付

す〆。）
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別
称
と
す
る
考
え
は
、
す
で
に
上
村
幸
次
氏
「
酔
翁
談
録
を
通
じ
て
見
た
宋
代
の
説
話
に
就
い
て
L

（
可
山
口
大
学
文
学
会
誌
』

4
［

2
］
、
昭
日
・

日
）
に
提
起
さ
れ
て
い
る
。

超
長
深
氏
っ
南
宋
説
話
人
四
家
L

原
於
一
九
四
六
年
。
（
河
中
国
小
説
叢
考
L

所
収
）

「
説
謹
話
」
は
可
東
京
夢
華
録
』
巻
五
寸
京
瓦
伎
喜
」
、
巻
八
「
六
月
六
日
山
富
府
君
生
日
二
十
四
日
神
保
観
神
生
日
」
及
び
『
武
林
奮
事
』
巻
六

「
諸
色
伎
塞
人
」
に
見
え
る
。
滑
稽
話
、
わ
が
落
語
の
類
で
あ
ろ
う
。
『
都
』
『
夢
』
に
は
見
え
ず
、
越
説
は
こ
の
点
で
妥
当
を
欠
く
。

『
酔
翁
談
録
』
に
載
せ
る
演
目
は
、
内
容
の
類
型
に
よ
っ
て
分
録
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
子
目
で
あ
る
「
霊
怪
」
「
煙
粉
」
「
博
奇
」
「
公

案
」
「
朴
万
」
「
梓
棒
L

は
、
そ
の
ま
ま
四
家
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
小
説
」
の
記
事
と
一
致
す
る
。
ま
た
寸
説
経
は
悌
書
を
演
説
す
る
を
謂
う
。
」

「
講
史
書
は
、
前
代
の
書
史
、
文
博
、
興
廃
、
宇
戟
の
事
を
講
説
す
。
」
「
説
餓
騎
見
は
士
馬
金
鼓
の
事
を
謂
う
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

演
目
の
内
容
説
明
で
あ
る
。
「
説
参
請
一
の
よ
う
に
、
主
客
に
分
れ
て
の
問
答
と
い
う
演
出
形
態
を
初
悌
さ
せ
る
記
事
や
、
「
小
説
ば
能
く
一
朝

一
代
の
故
事
を
以
て
、
頃
刻
の
問
に
提
破
す
」
と
い
う
よ
う
に
「
小
説
」
辻
一
也
篇
で
あ
ろ
λ
ノ
と
推
定
せ
し
む
る
表
記
も
見
え
る
、
か
、
説
話
回
宋

と
は
、
基
本
的
に
は
演
目
の
内
容
に
よ
る
類
別
で
あ
る
。

註
（
9
）
参
照
。

陳
汝
衡
氏
「
論
南
宋
説
話
回
家
中
♂
祝
公
案
H

H

説
餓
騎
見
川
臆
一
周
一
家
」
（
『
曲
塾
塾
術
論
叢
b

一
九
八
四
年
、
第
四
輯
）
。

胡
土
壁
氏
『
u

話
本
小
説
概
論
』
第
四
章
第
三
節
「
銀
子
児
血
〈
餓
騎
鬼
」
に
「
銀
字
見
」
の
み
を
「
小
説
」
と
し
、
「
錨
騎
見
」
は
別
に
一
家
と
す

る
説
を
、
『
夢
』
に
「
餓
騎
鬼
」
の
見
え
な
い
理
由
と
か
ら
め
て
論
じ
て
い
る
。
な
お
「
鋪
騎
見
」
に
つ
い
て
は
、
厳
敦
易
氏
勺
水
一
昨
博
的
演

変
』
「
由
勺
小
説
回
到
口
u

平
話

E
に
詳
し
い
考
証
が
あ
る
。
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